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令
和
３
年
度
　
平
取
消
防
署
総
合
訓
練

　

10
月
３
日
（
日
）、
日
高
西
部
消

防
組
合
平
取
消
防
署
の
「
総
合
訓

練
」
が
、
庁
舎
と
敷
地
内
を
利
用
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
の
内
容
は
、
平
取
消
防
署

管
轄
内
で
火
災
・
救
助
・
救
急
事

案
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た

も
の
で
、
消
防
組
織
法
第
６
条
に

規
定
さ
れ
る
市
町
村
消
防
責
任
の

原
則
に
基
づ
い
て
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
現
場
指
揮
活
動
や
人

命
救
助
活
動
、
消
火
、
そ
し
て
救
急

活
動
を
最
大
限
発
揮
し
て
組
合
内

の
連
携
、
危
機
管
理
体
勢
、
対
応
能

力
の
構
築
・
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、

査
閲
者
で
あ
る
遠
藤
町
長
（
日
高

西
部
消
防
組
合
副
管
理
者
）
や
来

賓
と
し
て
招
か
れ
た
平
取
町
議
会

の
千
葉
議
長
、
松
澤
副
議
長
、
各
議

員
、
佐
藤
副
町
長
、
庄
野
教
育
長
、

平
取
消
防
団
正
副
団
長
が
立
会
う

な
か
消
防
訓
練
礼
式
の
基
準
に
基

づ
い
て
緊
張
感
漂
う
開
始
式
及
び

通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
訓
練
に
先
立
っ
て
庁
舎
横
に

展
示
さ
れ
た
「
災
害
用
エ
ア
テ
ン

ト
」
や
テ
ン
ト
内
に
設
置
さ
れ
た

資
器
材
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
消
防
署
員
や
役
場
ま
ち

づ
く
り
課
の
防
災
係
か
ら
「
避
難

所
と
し
て
の
機
能
性
が
一
層
高
ま

る
」
な
ど
の
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

訓
練
は
「
急
傾
斜
地
救
出
訓
練
」を

救
助
隊
（
平
取
１
号
車
隊
）と
ド
ロ
ー

ン
隊
（
平
取
指
令
車
隊
）
が
、
土
砂
埋

没
救
出
訓
練
」を
救
助
隊
（
富
川
２
号

車
隊
）、
指
揮
隊
（
富
川
指
令
車
隊
）

が
、「
火
災
救
助
訓
練
」を
消
防
隊
（
平

取
１
号
車
隊
）、
指
揮
隊
（
平
取
指
令

車
隊
）、
救
急
隊
（
平
取
救
急
２
号
車

隊
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
持
ち
、
順
次
具

体
的
に
説
明
を
し
な
が
ら
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

急傾斜地救出訓練

【
訓
練
概
要
】

　

山
菜
取
り
の
行
楽
中
、
男
性
１
名
の
行
方
不
明
者
が
発

生
。関
係
機
関
と
調
整
し
、消
防
は
滑
落
事
故
の
想
定
さ
れ

る
森
林
内
の
傾
斜
地
を
重
点
的
に
捜
索
。
編
成
隊
は
地
上

か
ら
救
助
隊
、
空
撮
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
隊
の
２
隊
に
よ
り

捜
索
と
救
助
活
動
を
実
施
す
る
。
本
訓
練
は
視
認
性
の
悪

い
場
所
で
の
空
撮
に
よ
る
捜
索
の
有
効
性
の
確
認
と
、
消

防
車
両
が
近
づ
け
な
い
足
場
の
悪
い
急
傾
斜
地
に
お
け
る

救
助
方
法
と
し
て
、
ロ
ー
プ
に
よ
る
倍
力
シ
ス
テ
ム
を
設

定
し
、安
全
か
つ
確
実
な
活
動
の
実
践
を
目
的
と
す
る
。

土砂埋没救出訓練
【
訓
練
概
要
】

　

震
度
６
の
地
震

が
発
生
。
局
所
的
な

土
砂
崩
れ
に
よ
り
、

軽
乗
用
車
が
土
砂

に
埋
没
し
た
と
の

情
報
。
車
内
に
取
り

残
さ
れ
た
要
救
助

者
１
名
を
救
出
す

る
。
２
次
災
害
（
更

な
る
土
砂
崩
れ
）
に

配
慮
し
つ
つ
、
一
刻

を
争
う
要
救
助
者

の
検
索
及
び
救
助

方
法
に
つ
い
て
訓

練
を
実
施
す
る
。

火災救出訓練

【
訓
練
概
要
】

　

木
造
２
階
建
て
一

般
住
宅
か
ら
出
火

し
、
２
階
に
１
名
の

逃
げ
遅
れ
が
い
る
模

様
。

　

消
火
活
動
及
び
応

急
梯
子
救
出
法
に
て

要
救
助
者
１
名
を
救

出
す
る
。
救
出
後
、

容
態
の
悪
い
傷
病
者

１
名
は
救
急
隊
に
よ

る
高
度
救
命
処
置
を

実
施
す
る
。
ま
た
、

円
滑
な
報
道
対
応
に

つ
い
て
訓
練
を
実
施

す
る

資機材・消防車両説明
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地域おこし協力隊

　

地域おこし協力隊（農業支援員）　登口真理の活動日誌

【10 月】
５日㈫　糸屋農園（岩知志）のハウスで数日前から、ほうれん草の間引きをしてい
ます。年が明けたら、一斉に収穫します。
　そして、親戚の家（振内町）にある栃の木です。栃の実はアクがかなり強いので、
しっかりした処理をしないと食べられませんが、ホクホクで美味しいらしいです。
主に山形県で食べられているようです。

　

10
月
１
日
（
金
）、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
新
た
に
着
任

し
た
牛
尾
拓
示
さ
ん
の
任
命
式

が
役
場
庁
舎
内
で
行
わ
れ
、
遠
藤

町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
牛
尾
さ
ん
は
今
後
、
赤

石
農
園
（
荷
菜
）
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
就
農
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
平
取
町
役
場
、
び
ら

と
り
農
業
協
同
組
合
を
訪
問
後
、

さ
っ
そ
く
赤
石
ご
夫
妻
に
も
ご

あ
い
さ
つ
に
伺
い
、
そ
の
ま
ま
作

業
着
に
着
替
え
て
新
た
な
任
務

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

新たに牛
う し お

尾拓
た く じ

示さんが着任

【
牛
尾
拓
示
さ
ん
か
ら
の
挨
拶
】

　

私
は
兵
庫
県
姫
路
市
に
生
ま

れ
、
大
学
時
代
に
は
１
年
間
休
学

し
て
高
知
県
で
ニ
ラ
を
栽
培
し
、

そ
の
際
農
業
の
魅
力
に
惹
か
れ

「
将
来
的
に
必
ず
百
姓
に
な
り
た

い
」と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

約
５
年
間
、
不
動
産
売
買
営
業

と
し
て
高
知
県
・
香
川
県
・
東
京

都
を
経
て
退
職
し
、
富
良
野
・
山

部
で
責
任
者
と
し
て
メ
ロ
ン
の

栽
培
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
・
サ
ウ
ナ
・
ゴ
ル
フ
が

好
き
で
、
平
取
町
で
は
沢
山
の
人

に
出
会
っ
て
一
人
で
も
多
く
の

方
と
交
流
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
！
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平取町観光商工課商工労働係　　電話　01457-3 -7703（直通）
苫小牧信用金庫LLB 会事務局　　電話　0144-56-5026

お問合せ先

③１対１によるお見合い
マ ッ チ ン グ す る ま で 何 回 で も 紹 介 ・お 見 合
いが可能

②LLB 会が異性を紹介
と ま し んLLB 会 が あ な た の 希 望 に あ っ た
異性を紹介

①LLB 会に入会・会員登録
入会・会員登録の手続きは直接とましん
LLB 会へ

　 苫 小 牧 信 用 金 庫 が 運 営 す る 結 婚 相 談 所 で 、
次 の 資 格 を 満 た す 方 で あ れ ば、ど な た で も 入
会できます。（LLB ⇒Love  Love  Br ida l）

【会員資格】
①苫小牧信用金庫の営業地域にお住まいの方
②法的にも実生活上においても独身の方
③結婚したいという明確な意思のある方
④反社会勢力に属していないこと

【入会預り金】
10,000 円（退会時に全額返金されます）

【活動実績】※令和３年９月30 日現在
・会員数　　男性331 名　女性345 名
・お見合い件数　724 件
・婚約/ 結婚数　60 組
【その他】
・専任のスタッフがいるので安心です！
・女性も会員登録できます！

運命の赤い糸を
　見つけましょう!!

平取町の役割
● 結 婚 を 希 望 す る 独 身 男 女 に 対 し、出 会 い

　を創出する事業の理解と参加を促進する

● 各 事 業 所 に 対 し、事 業 へ の 理 解 と 参 加 促

　進をする

●苫小牧信用金庫が運営する「LLB 会結婚

　相談所」会員登録のための広報活動を行う

ＬＬＢ会とは？

苫小牧信用金庫の役割
●地域のLLB 会登録促進に共同で取り組む

● 各 事 業 所 に 対 し、事 業 へ の 理 解 とLLB 会

　登録を共同で取り組む

●LLB 会 登 録 窓 口 を 強 化 し、登 録 者 を 拡 大

　する

●登録者に対するお見合いなどを促進する

　 と と も に、婚 活 パ ー テ ィ ー 等 を 通 じ て 出

　会いを創出する

　

平
取
町
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
方

の
出
会
い
や
き
っ
か
け
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
町
内
の
結
婚
機
運
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
苫
小
牧
信
用
金
庫

と
「
地
域
結
婚
支
援
事
業
の
連
携
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
信
用
金
庫
が
運
営
す
る
「
Ｌ

Ｌ
Ｂ
会
結
婚
相
談
所
」
で
は
、
入
会
さ

れ
た
会
員
同
士
の
お
見
合
い
に
よ
る

婚
活
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
60
組
以
上
が
婚
約
ま
た
は
結

婚
に
至
っ
て
い
ま
す
。

「
結
婚
し
た
い
け
ど
出
会
い
が
な
い

…
」「
出
会
い
の
き
っ
か
け
が
欲
し
い

け
ど
、
素
性
が
わ
か
ら
な
い
相
手
と
は

…
」「
興
味
は
あ
る
け
ど
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
の
よ
う
な
も
の
は
ち
ょ
っ
と
…
」

な
ど
。

そ
ん
な
あ
な
た
も
Ｌ
Ｌ
Ｂ
会
結
婚
相

談
所
に
入
会
し
、
ま
ず
は
出
会
い
探
し

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

地域結婚支援事業連携協定
あなたの出会いをサポートします！
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９
月
28
日
（
火
）、《
地
域
の

歴
史
を
未
来
に
活
か
す　

イ
ザ

ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
残
し
た
記
録

か
ら
》
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

今
年
度
第
２
回
目
の
シ
シ
リ
ム

カ
文
化
大
学
講
座
が
、ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
京
都
大
学
名
誉
教

授
で
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
金
坂
清
則

氏
を
招
き
、「
ペ
ン
リ
ウ
ク
の
チ

セ
の
解
明
と
再
生
の
意
義—

枢

 ９
28

シ
シ
シ
シ
リリ
ム
カ
文
化
大
学
講
座

ム
カ
文
化
大
学
講
座

要
の
コ
タ
ン
、
ピ
ラ
ト
リ
の
核

を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す—

」

と
い
う
講
義
題
で
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
自
身
の
研
究
成
果
か
ら

①
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・

　

バ
ー
ド
の
旅
と
旅
行
記
の

　

価
値
と
真
実
を
知
る
た
め

　

の
、「
旅
と
旅
行
記
を
科
学
す

　

る
」と
い
う
視
点
の
重
要
性

②
１
８
７
８
（
明
治
11
年
）
年

　

の
日
本
の
旅
、
と
り
わ
け
平

　

取
へ
の
旅
と
滞
在
な
く
し

　

て
は
語
れ
な
い
稀
代
の
旅

　

行
家
バ
ー
ド

③
欧
米
人
接
触
の
最
重
要
人

　

物
ペ
ン
リ
ウ
ク
と
、
枢
要
の

　

コ
タ
ン
、
ピ
ラ
ト
リ
の
核
と

　

し
て
の
そ
の
チ
セ
に
関
す

　

る
研
究
成
果

④
文
化
的
景
観
を
未
来
に
生

　

か
す
地
域
づ
く
り
に
向
け

　

た
視
点　

　

な
ど
を
詳
し
く
話
さ
れ
、
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
受
講

生
を
合
わ
せ
約
１
０
０
名
の

方
が
熱
心
に
拝
聴
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
講
座
終
了
後
も

金
坂
氏
が
講
座
の
た
め
に
準

備
い
た
だ
い
た
「
世
界
巡
回

写
真
展
」
の
概
要
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
そ
の
場
で
熱
心
に

質
問
さ
れ
る
姿
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

 ９
30 「振内町民ラジオ体操１００日大会」　　１００日達成！

　今 年 で37 回 目 と な る「 振 内 町 民 ラ ジ オ 体 操100 日 大 会 」が6 月23 日 ㈬ か ら ス タ ー ト し 、９
月30 日㈭で100 日達成となりました！
　ラジオ体操に参加された皆さま、おめでとうございます。
　100 日 間 で ラ ジ オ 体 操 に 参 加 さ れ た 延 べ 人 数 は、３, ４９３名と な り ま し た。来 年 も ぜ ひ
第38 回目の振内町民ラジオ体操100 日大会を実施されますことを祈念します。

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

　
「
く
ま
さ
ん
荘
」
を
経
営

す
る
熊
谷
厚
子
さ
ん
（
豊

糠
）の
講
演
会
が
、９
月
30
日

（
木
）に
平
取
高
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
厚
子
さ
ん
は
こ
れ
ま

で
長
い
間
、
世
界
各
国
を
回

り
、暮
ら
し
、多
様
な
文
化
に

触
れ
、
そ
し
て
最
後
に
は
再

び
地
元
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た

方
で
す
。

・
な
ぜ
、
地
元
に
戻
っ
て
き

て
、「
く
ま
さ
ん
荘
」
を
始
め

た
の
か
？

・
自
分
自
身
の
経
験
か
ら
語

る
「
国
際
人
」と
は
？

　

そ
ん
な
話
を
高
校
生
だ
け

で
は
な
く
、
一
般
の
方
に
も

聞
い
て
い
た
だ
き
た
く
、
北

海
道
平
取
高
校
が
主
催
、
平

取
高
等
学
校
運
営
協
議
会
、

平
取
町
教
育
委
員
会
、
平
取

町
地
域
学
校
協
働
本
部
の
協

力
を
得
て
、
一
般
の
方
々
に

も
広
く
周
知
し
た
形
で
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
さ
ん
自
身
が
海
外
で

暮
ら
し
始
め
た
こ
ろ
は
、「
頭

の
良
い
人
が
田
舎
を
出
て
、

都
会
で
暮
ら
し
た
が
る
。
田

舎
に
は
頭
の
悪
い
人
が
残

る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
た
そ
う
で
す
が
、
父
親
か

ら
「
豊
糠
に
い
た
っ
て
ど
こ

に
で
も
行
け
る
し
、
何
で
も

で
き
る
」
と
言
わ
れ
た
一
言

で
、
そ
の
間
違
い
に
気
づ
い

 ９
30講演会「世界からびらとりへ」

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人

に
「
ア
イ
ヌ
っ
て
知
っ
て
る

か
？
」
と
聞
か
れ
て
、
北
海

道
の
こ
と
も
平
取
の
こ
と
も

ア
イ
ヌ
文
化
の
こ
と
も
答
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
地
元

に
戻
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
国
際
人
」と
は
？
と
い
う

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
会
場
の

高
校
生
か
ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
積
極

性
」「
プ
ラ
ス
思
考
」「
素
直

な
表
現
力
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、
そ
の
回
答
を
補

足
す
る
よ
う
に
熊
谷
さ
ん

か
ら
「
国
際
人
と
は
グ
ロ
ー

バ
ル
シ
チ
ズ
ン
（
地
球
的
規

模
の
視
点
を
持
っ
て
物
事
を

考
え
ら
れ
る
人
）
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
う
な
る
た
め
に
は

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
重
要

で
あ
り
、
そ
う
し
た
気
持
ち

を
持
つ
た
め
に
は
ワ
イ
ド

ビ
ュ
ー
（
広
い
視
野
、
幅
広

い
見
地
）が
重
要
」で
あ
る
こ

と
を
経
験
に
基
づ
い
た
、
非

常
に
説
得
力
の
あ
る
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
会
場
の
高
校
生
か

ら
は
、「
英
語
を
話
せ
た
ら
、

友
達
を
作
り
た
い
」「
外
国
人

に
会
っ
た
ら
し
っ
か
り
話
し

た
い
」
と
い
う
発
言
に
対
し

て
、「
聞
き
役
は
ど
こ
の
国
に

行
っ
て
も
求
め
ら
れ
る
」、

「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を

人
と
比
べ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
個
性
と
捉

え
、
成
長
を
認
め
な
が

ら
生
き
る
こ
と
が
大

事
」「
日
頃
か
ら
話
す
英

語
を
暮
ら
し
の
中
に
組

み
込
み
、
言
え
る
も
の

を
単
語
に
代
え
て
覚
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
」

「
日
常
会
話
を
取
り
入

れ
る
だ
け
で
世
界
は
変

わ
る
」
な
ど
非
常
に
有

意
義
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　　　Gloval  c i t i zen へのステップ

・コンプレックスを個性と捉えていきる

・人と比べるのではない自分の成長を認めながら生きる

・違いではなく共通点を探しながら人に接する

・自分の機嫌は自分でとる（趣味、学び、新たな挑戦）

・キャッチャー役の技術を磨き、器の大きい人を目指す

・話す英語をくらしの中に組み込む（読み書き文法後付け）

Gloval  c i t i zen
　地球規模の視点をもち、物事を考えられる人

Hosp i ta l i ty
　おもてなし、思いやり、寄り添い

Wide v iew
　広い視野、幅広い見地（多様性を知る）
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沙流川歴史館・二風谷アイヌ文化博物館　特別展10
１

　

沙
流
川
歴
史
館
特
別
展

「
び
ら
と
り
の
学
校
　
う
つ

り
ゆ
く
学
び
舎
」、
町
立
二

風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館
特

別
展
「
英
国
聖
公
会
宣
教
師

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー
の
足
あ

と
‐
伝
道
活
動
と
ア
イ
ヌ
文

化
研
究
‐
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
10
月
１
日
（
金
）
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

沙
流
川
歴
史
館
の
特
別
展

で
は
、子
ど
も
（
在
校
生
）や

町
民
（
卒
業
生
）
に
と
っ
て

身
近
な
町
内
の
学
校
を
テ
ー

マ
に
、
既
に
統
合
・
廃
校
と

な
っ
た
学
び
舎
の
移
り
変
わ

り
の
よ
う
す
を
記
録
や
映
像

を
通
じ
て
紹
介
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
23
日
（
土
）

に
は
、
元
平
取
中
学
校
教
諭

の
坂
本
年
光
氏
（
石
狩
市
立

紅
南
小
学
校
エ
キ
ス
パ
ー

ト
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
お
招
き

し
、「
学
校
教
育
の
移
り
変

わ
り
と
人
を
育
て
る
平
取
町

の
風
土
」
と
題
し
て
講
座
が

開
催
さ
れ
る
予
定
。

　

一
方
の
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文

化
博
物
館
の
特
別
展
は
、
明

治
期
の
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー

に
よ
る
平
取
を
中
心
と
し
た

北
海
道
南
西
部
で
の
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
道
活
動
と
ア
イ
ヌ

文
化
研
究
を
パ
ネ
ル
や
映
像

資
料
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
特
別
展
も
11
月

28
日
（
日
）ま
で
が
会
期
。

二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館
講
座

「
英
国
の
史
料
か
ら
読
み
解
く
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
足
跡
」

10
10

　

二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物
館

特
別
展
の
関
連
講
座
が
10
月
10

日
（
日
）、
沙
流
川
歴
史
館
レ
ク

チ
ャ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
も

英
国
や
平
取
町
に
調
査
の
た
め

訪
れ
て
い
て
、
現
在
は
早
稲
田
大

学
文
学
学
術
院
非
常
勤
講
師
を

さ
れ
て
い
る
田
辺
陽
子
氏
を
お

招
き
し
「
英
国
の
史
料
か
ら
読

み
解
く
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
足
跡
」
と

題
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
英
国
に
残
さ

れ
た
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
の

資
料
を
中
心
に
、
生
い
立
ち
か
ら

来
日
ま
で
の
経
緯
、
ア
イ
ヌ
語
学

習
、
道
内
で
の
伝
道
活
動
を
中
心

に
お
話
し
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で

注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
英
国

聖
公
会
宣
教
協
会
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
宣

教
師
デ
ニ
ン
グ
の
１
８
７
６
年

の
平
取
訪
問
に
つ
い
て
も
詳
し

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
特
別
展
と
田
辺
氏
の

講
座
に
参
加
す
る
た
め
町
内
外

か
ら
教
会
関
係
者
や
研
究
者
、
バ

チ
ラ
ー
に
関
心
を
も
つ
大
勢
の

参
加
者
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
り
わ

け
バ
チ
ラ
ー
や
平
取
と
と
て
も

関
り
が
深
い
ミ
ス
・
ブ
ラ
イ
ア
ン

ト
と
交
流
を
さ
れ
て
い
た
と
い

う
親
族
も
参
加
さ
れ
て
貴
重
な

資
料
も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

アシリチェプノミ
　

新
し
い
鮭
を
迎
え
る
儀
式

「
ア
シ
リ
チ
ェ
プ
ノ
ミ
」
が
10
月

２
日
（
土
）
に
町
二
風
谷
の
オ

サ
ツ
沢
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
20
年
度

よ
り
平
取
町
地
域
イ
オ
ル
再
生

事
業
（
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
生
活

空
間
の
再
生
）
の
う
ち
、
一
般

の
方
々
に
広
く
ア
イ
ヌ
文
化
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
伝
統
儀
式
を
復
活
さ
せ
て
き

た
も
の
で
す
。

　

復
活
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て

は
、
地
元
の
古
老
か
ら
聞
き
取

り
調
査
や
沙
流
地
方
に
残
る
文

献
な
ど
を
参
考
に
し
て
再
現
し

て
お
り
、
カ
ム
イ
チ
ェ
プ
（
サ

ケ
）
が
遡
上
し
て
き
た
こ
と
を

カ
ム
イ
（
神
）
に
感
謝
し
、
豊
漁

を
願
っ
て
祈
り
を
さ
さ
げ
る
ア

イ
ヌ
の
精
神
文
化
や
伝
統
的
な

漁
具
、
漁
法
を
後
世
に
伝
承
で

き
る
場
と
し
て
毎
年
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
も
町
内
外
か
ら
の
多

く
の
参
加
が
あ
り
、
伝
統
的
な

漁
具
の
使
い
方
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
鮭
の
捕
獲
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

10
2

10
1平取町における高齢者等の地域見守り活動に関する協定平取町における高齢者等の地域見守り活動に関する協定
　

10
月
１
日
（
金
）、
町
は
び
ら
と

り
農
業
協
同
組
合
（
仲
山
浩
組
合

長
）
と
高
齢
者
等
が
安
心
し
た
生

活
を
継
続
す
る
た
め
、
地
域
の
見

守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

協
力
内
容
は
、
日
常
の
業
務
に

お
い
て
高
齢
者
に
異
変
等
を
発

見
し
た
場
合
や
町
か
ら
捜
索
協

力
の
依
頼
を
受
け
、
そ
の
対
象
者

を
発
見
し
た
場
合
に
、
平
取
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
電
話

０
１
４
５
７
‐
２
‐
３
７
０
０
）

へ
連
絡
。
た
だ
し
、
急
病
等
で
現
に

倒
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
場
合

や
事
件
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な

事
態
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
警
察
署
や
消
防
署
に
通
報

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

同
様
の
協
定
は
既
に
、
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
、
平
取
商
工
会
、
び
ら
と

り
郵
便
局
、
公
誠
企
業
、
道
南
バ
ス

の
５
事
業
所
と
締
結
し
て
お
り
、
び

ら
と
り
農
業
協
同
組
合
で
６
件
目
。

車
い
す
を
寄
贈

車
い
す
を
寄
贈

　

（
株
）
小
林
組
（
荷
菜　

小

林
史
明
社
長
）は
１
日
（
金
）、

同
社
の
労
働
衛
生
大
会
を
開

催
し
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

び
ら
と
り
会
場
で
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平

取
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
高

山
修
副
会
長
）
と
平
取
福
祉

会
（
山
岸
俊
紀
理
事
長
）
に

対
し
、
車
い
す
を
そ
れ
ぞ
れ

１
台
ず
つ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
に
継
続

し
て
リ
ン
グ
プ
ル
の
回
収
し

た
益
金
で
車
い
す
を
購
入
し

て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
は
今
回
で
４
台
目
の
寄
贈

と
な
り
ま
し
た
。
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☆ 平 取 町 国 民 健 康 保 険 病 院 　 看 護 師 　 佐 々 木 悦 子☆

　『 病 棟 看 護 師 として 勤 務 しま す。患 者 さまご 本 人やご 家

族 の 立 場 に な って 考 え 、入 院 生 活 を 支 援 で きる よう 努 力
しま す。よろしくお 願 いしま す。』

　福 澤 早 苗 氏（ 振 内 町 ）は 、平 成 3 0 年 より人 権 擁 護 委 員
として 積 極 的 に 活 動 して おり、特 に 人 権 問 題 の 相 談 会 や
小 学 校 で の 人 権 教 室 で は 積 極 的 に 関 わ って い た だ い て
い る ところで す。ま た 、日 頃 は 平 取 町 文 化 連 盟 理 事 とし
て、地 域 の さ ま ざ ま な 活 動 に も 関 わ って お り、地 域 住 民
か らも 信 頼 を 受 け て い る こと な ど か ら 、令 和３年９月 3 0
日 を もって 任 期 満 了 で し た が 、引 き 続 き 委 員 として 再 任
することに なりました 。
任 期 　 令 和３年 1 0 月１日か ら令 和６年９月 3 0 日

☆人 権 擁 護 委 員 　 福 澤 早 苗☆

10
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び
ら
と
り
ふ
れ
あ
い
子
供
食
堂
　
芋
掘
り

　

平
成
29
年
６
月
か
ら
活
動

を
続
け
て
い
る
「
び
ら
と
り

ふ
れ
あ
い
子
供
食
堂
」（
代
表

赤
石
和
子
さ
ん　

荷
菜
）。

　

こ
こ
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
活
動
が
滞
っ
て
い
た
も

の
の
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
と
な
っ
た
今
月
、「
子
供

食
堂
と
し
て
の
交
流
は
で
き

な
く
て
も
、
畑
で
の
収
穫
交

流
は
で
き
る
の
で
は
」
と
、
ス

タ
ッ
フ
の
呼
び
か
け
で
10
日

（
日
）、「
荷
菜
大
空
子
ど
も

会
」
を
中
心
に
親
子
、
ス
タ
ッ

フ
総
勢
50
名
近
く
が
収
穫
場

所
を
提
供
し
て
く
れ
た
三
塚

み
よ
子
さ
ん
の
（
荷
菜
）

畑
に
集
ま
り
、
サ
ツ
マ
イ

モ
掘
り
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ニ
ン
ジ
ン
、
玉
ね
ぎ
集
め

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

み
ん
な
で
集
め
た
野
菜

は
、
気
が
つ
け
ば
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
づ
く
り
の
食
材

と
し
て
袋
い
っ
ぱ
い
に
。

そ
し
て
、
早
く
か
ら
準
備

を
進
め
て
く
れ
て
い
た

ス
タ
ッ
フ
の
は
か
ら
い

で
、
最
後
は
暖
か
い
焼
き

芋
も
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
つ
い

て
、『
極
力
、
行
政
に
頼

ら
ず
、
自
分
た
ち
の
で

き
る
範
囲
で
、
地
域
の

交
流
を
深
め
た
い
』
と

語
っ
て
い
た
事
務
局
の

方
の
言
葉
が
印
象
的
で

し
た
。

人権擁護委員　再任

新規採用職員紹介

10
10～10

7沙流川アート館展覧会
９

26～９
23

　 沙 流 川 ア ー ト 館 （ 川 向 ）で は ９ 月 23 日（ 木・祝 ）～ 26 日 （ 日 ）ま で 「 こ だ ま み わ こ 版 画 作
品 展 」（ 木 版 画 ）を 、10 月 ７ 日 （ 木 ）～ 10 日 （ 木 ）ま で 「 真 壁 悦 子 作 品 展 」（ 油 彩・水 彩 ）が 開 催
されました。
　 ど ち ら も こ の 一 年 間 で 制 作 し た 作 品 ば か り で あ り、こ の 展 覧 会 を 終 え る と 二 度 と 見 る
チャンスがない作品ばかりです。
　 お 二 方 と も 展 覧 会 最 終 日 に は 、二 胡 や チ ェ ロ な ど を 用 い た コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 企 画 が あ り、
絵画や音楽に関心のある方たちが集まる穏やかな最終日となっていました。
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前
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
上

が
っ
た
10
月
８
日
（
金
）、
バ
チ
ラ
ー

保
育
園
恒
例
の
栗
拾
い
が
株
式
会
社

三
和
日
成
さ
ん
の
社
有
地
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

栗
拾
い
に
参
加
し
た
園
児
た
ち

は
、
背
中
に
背
負
っ
た
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
袋

い
っ
ぱ
い
に
栗
を
集
め
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

バ
チ
ラ
ー
保
育
園
　
栗
拾
い
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教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ

地域と学校、びらとりのみらい
平取町コミュニティ・スクールレター

　
振
内
小
学
校
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
年
に
２

回
ず
つ
縦
割
り
班
活
動
に
よ
る
安
全
マ
ッ
プ

の
取
組
と
集
団
下
校
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
学
校
運
営
協
議
会
で
話
し
合

い
教
職
員
か
ら
も
要
望
の
あ
っ
た
「
子
ど
も

た
ち
が
気
づ
か
な
い
危
険
個
所
を
地
域
の
方

に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
」「
子
ど
も
た
ち
が

危
険
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
地
域
の
方
に
も

共
有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
安

全
マ
ッ
プ
の
見
直
し
の
時
間
に
地
域
の
方
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
が
意
見
を
出

し
合
っ
た
あ
と
、
危
険
と
感
じ
て
い
る
個
所
の

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歩
道
が
な
く

車
の
往
来
が
あ
る
箇
所
で
両
脇
に
は
側
溝
も

あ
り
、
子
ど
も
達
が
登
下
校
中
に
事
故
に
あ
わ

な
い
か
、
間
違
っ
て
側
溝
に
落
ち
た
り
し
な
い

か
、
地
域
の
方
々
が
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
、
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

～安全マップの取組～

　地域の方とともに育む危険予知能力

振内小学校振内小学校

　
２
年
生
が
荷
菜
の
赤
石
牧
場
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。
図
工
の
学
習
で
「
馬

の
絵
」
を
描
く
の
で
、
馬
を
実
際
に
見

て
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
本
校

の
保
護
者
で
も
あ
る
赤
石
さ
ん
と
従

業
員
の
方
が
、
丁
寧
に
馬
の
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
馬
の
大

き
さ
や
顔
、
体
の
色
や
性
格
ま
で
、

一
頭
一
頭
違
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。
馬
の
体
の
特
徴
に
つ
い
て
知
る

た
び
に
子
ど
も
た
ち
は
、「
へ
ぇ
ー
」

「
そ
う
な
ん
だ
！
」
と
感
嘆
の
声
を
も

ら
し
、
目
を
輝
か
せ
て
観
察
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
観
察
が
功
を
奏
し
、
馬
の

姿
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
と
き
に
は
、
体
の

特
徴
を
し
っ
か
り
捉
え
、
絵
に
表
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
大
切
な

馬
た
ち
を
じ
っ
く
り
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
愛
情
深
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

赤
石
牧
場
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

～２年生　馬をよく知り絵を描きます～
平取小学校平取小学校

　
10
月
５
日
（
火
）
、
町
内
の
小
中
学
校

で
「
び
ら
と
り
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
給
食
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
Ｊ
Ａ
び
ら
と

り
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
平
取
産
の

じ
ゃ
が
い
も
、
カ
ボ
チ
ャ
、
き
ゅ
う
り
、

ト
マ
ト
に
平
取
産
米
と
和
牛
ハ
ン
バ
ー

グ
を
使
っ
た
、
び
ら
と
り
和
牛
の
ハ
ン

バ
ー
グ
カ
レ
ー
と
び
ら
と
り
野
菜
の
サ

ラ
ダ
、
牛
乳
で
す
。
地
元
の
食
材
で
作
っ

た
お
い
し
い
給
食
に
、
子
ど
も
た
ち
は

農
家
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
喜
ん

で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

びらとりDAY　給食

小学校３・４年生 社会科見学学習

　
９
月
１
日
（
水
）
・
８
日
（
水
）
、
町

内
の
５
つ
の
小
学
校
が
合
同
で
社
会
科

見
学
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
３
年
生

は
、
日
高
西
部
消
防
組
合
平
取
消
防
署

と
ト
マ
ト
農
家
、
４
年
生
は
平
取
町
外

２
町
衛
生
組
合
と
開
拓
財
産
展
示
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。
例
年
は
１
日
日
程

で
、
ト
マ
ト
選
果
場
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
び
ら
と
り
も
見
学
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
の
た
め
、
半
日
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
習
の
ね
ら
い
は
、「
子
ど
も
た
ち
の

社
会
的
視
野
を
広
げ
る
た
め
、
町
内
の

産
業
や
公
共
施
設
の
見
学
・
体
験
活
動

を
通
し
て
、
働
く
人
の
姿
を
見
つ
め
、
施

設
の
機
能
や
役
割
を
理
解
し
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
学
習
す
る
」
と
い
う
も
の

で
す
。
事
前
の
学
習
を
基
に
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
見
学
し
、
質
問
し
た
り
メ

モ
を
取
る
な
ど
集
中
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
開
拓
財
産
展
示
施
設
で
は
、

「
蓄
音
機
に
び
っ
く
り
し
た
。
今
は
ボ
タ

ン
一
つ
で
音
楽
が
聞
け
る
け
ど
、
昔
は
手

で
回
し
た
り
と
準
備
が
大
変
だ
っ
た
ん

だ
な
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

♪

♪
♪ ♬

♬

♬

日高西部消防組合平取消防署トマト農家平取町外２町衛生組合

開拓財産展示施設

平取町英語暗唱大会　～平取町教育活動実行委員会主催～

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
に
中
止
と
な
っ
た
「
英

語
暗
唱
大
会
」
が
、
10
月
６

日
（
水
）
に
振
内
中
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
校
の
中
学
校
か
ら
各

学
年
２
名
ず
つ
、
計
12
名
の

代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

の
課
題
文
章
を
暗
唱
し
ま

し
た
。
緊
張
し
な
が
ら
も
一

語
一
語
し
っ
か
り
と
発
音

し
、
表
現
豊
か
に
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
審
査

委
員
長
で
あ
る
平
取
高
校

の
菊
池
教
諭
か
ら
、「
年
々

発
表
に
差
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
次
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
自
分
を
ど
う
表
現

す
る
の
か
を
考
え
て
学
習

し
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
聞

く
生
徒
の
姿
も
と
て
も
素

晴
ら
し
く
、
有
意
義
な
英
語

暗
唱
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈審査結果〉 1 年生 ２年生 ３年生
最優秀賞 川 端 い づ み （ 平 取 ） 金 谷 　 美 玖（平取） 比嘉　湖子（振内）

優 秀 賞 三 好 　 凛 香 （ 振 内 ） 福 澤 　 夢 子（振内） 山口陽菜乃（平取）

優 秀 賞 冨 田 　 　 凛 （ 振 内 ） 髙 橋 菜 乃 葉（振内） 藤江悠太郎（振内）

優 秀 賞 神 　 　 　 碧 （ 平 取 ） 日 高 　 琴 歩（平取） 稲原　稟子（平取）
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１１月４日（木）

【振 内 地 区】 10：00 ～ 12：00　山の駅ほろしり館

【貫気別地区】 14：00 ～ 16：00　貫気別生活館

■　貸出期間は次回の巡回日までになります。

■　毎月第一木曜日に運行します。

　※　図書ワゴン運行予定　※　 【お問い合わせ】　平取町立図書館

電　話　01457-4-6666

ＦＡＸ　01457-4-6871

メール　risu2@guitar.ocn.ne.jp

図書館図書館へへいこういこう
　

○開館時間　火～金曜日　９：３０　～　１８：００

　　　　　　　土・日曜日　９：３０　～　１７：００

　○休館日　　月曜日・祝日

　　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館

は休館日です

【医学・社会・その他】

『希望の一滴』／中村哲

『差別はたいてい悪意のない人がす

る』／キム・ジヘ

『神社語辞典』／本村のり子

『病院・医療のしくみ』／木村憲洋

『おうちストレスをためない習慣』　

／杉岡充爾

『重要証人　ウイグルの強制収容所

を逃れて』／サイラグル・サウトバイ

『老後の年表』／横手彰太

『イチから基礎がよくわかる手ぬい

の基本レッスン』／高橋恵美子

【絵本】

『あたまにかきのき』

／いもとようこ

『おかあさんごめんなさい』

／みやにしたつや

『おばけくんのハロウィン』

／新井洋行

『チリとチリリよるのおはなし』

／どいかや

『きょうものはらで』／エズラ・

ジャック・キーツ

■携帯 ■Web

新着図書

【小説・エッセイ】

『民王　シベリアの陰謀』

／池井戸潤

『旅のない』／上田岳弘

『かぞえきれない星の、その次の星』

／重松清

『アルテミスの涙』／下村敦史

『母親からの小包はなぜこんなにダ

サいのか』／原田ひ香

『子のない夫婦とネコ』／群ようこ

『作家は時代の神経である』

／高村薫

『本が紡いだ五つの奇跡』

／森沢明夫

【児童書】

『もうひとつのアンデルセン童話』

／斉藤洋

『すてきなタータンチェック』

／奥田実紀

『まちのナニコレ？図鑑』

／小学館

『世界じゅうの女の子のための日』

／ジェンカ・ハンフリーズ

『あんなに あんなに』
／ヨシタケシンスケ
（ポプラ社）

オンライン予約ができます！

下のQR コードを読み込んでくだ
さい。ログインパスワードは図書
館のカウンターで発行しています。

　この絵本は、母親が成長していく
息子の姿を見ながら様々な場面で
「あんなに〇〇だったのに」「あん
なに△△してたのに」とつぶやくだ
け。でも子育てまっ最中の方は「そ
うだよね」と同感でき、子どもが手
を離れた方は「そうだったよね」と
懐かしく振り返ることができるよ
うな絵本です。いわゆる“ こども向
け絵本” というだけではない、“ 大人
に読んでほしい” 一冊です。

すこやかだよりすこやかだより 保健福祉課からの
お知らせ

　
み
な
さ
ん
は
、
乳
が
ん
・
子

宮
が
ん
の
罹
患
率
を
ご
存
じ

で
す
か
？

  
女
性
の
が
ん
罹
患
率

女
性
の
が
ん
罹
患
率

  
第
１
位
！　

乳
が
ん

第
１
位
！　

乳
が
ん

　
生
涯
に
乳
が
ん
を
患
う
女
性

は
、
11
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
他
の
が
ん
と
比
べ

て
、
比
較
的
若
い
年
齢
で
発
症

す
る
こ
と
が
多
い
が
ん
で
す
。

30
歳
代
後
半
か
ら
増
加
し
、
40

歳
代
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
、
そ

の
後
も
そ
れ
ほ
ど
減
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
稀
に
男
性
が
乳

が
ん
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
他
の
が
ん
に
比

べ
、
比
較
的
緩
や
か
に
進
行
す

る
が
ん
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全

身
へ
が
ん
細
胞
が
広
が
り
や
す

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、
進
行

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
治
療
が
難
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
初
期
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い

た
め
、
早
期
発
見
に
は
検
診
が

重
要
で
す
。
早
期
に
発
見
し
治

療
を
行
え
ば
、
手
術
で
９
割
は

治
り
、
乳
房
を
残
す
こ
と
も
可

能
で
す
。

  

女
性
の
が
ん
罹
患
率

女
性
の
が
ん
罹
患
率

  

第
５
位
！　

子
宮
が
ん

第
５
位
！　

子
宮
が
ん

　
子
宮
が
ん
は
、「
子
宮
体
が

ん
」
と
「
子
宮
頸
が
ん
」
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
も
注
意
が

年
齢
を
重
ね
て
も
注
意
が

必
要
な
「
子
宮
体
が
ん
」

必
要
な
「
子
宮
体
が
ん
」

　
子
宮
体
が
ん
の
約
80
％
以
上

は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
過
剰
に
分
泌
さ
れ

る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　
40
歳
代
後
半
か
ら
増
加
し
、

50
～
60
歳
代
に
か
け
て
発
症
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後

罹
患
率
は
減
少
し
て
い
き
ま
す

が
、
死
亡
率
は
年
齢
が
上
が
る

に
つ
れ
て
高
く
な
り
、
年
齢
を

重
ね
る
ご
と
に
注
意
が
必
要
な

疾
患
で
す
。

　
子
宮
体
が
ん
は
症
状
が
進
行

し
て
い
な
い
早
期
の
段
階
で
不

正
出
血
を
起
こ
す
こ
と
が
多

く
、
月
経
で
は
な
い
期
間
や
閉

経
後
に
出
血
が
あ
る
場
合
は
、

早
期
に
受
診
す
る
こ
と
が
、
大

切
で
す
。

若
い
人
も
注
意
が
必
要
な

若
い
人
も
注
意
が
必
要
な

「
子
宮
頸
が
ん
」

「
子
宮
頸
が
ん
」

　
子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
体
が
ん

と
は
原
因
が
全
く
異
な
り
、
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
罹
患
率
は
、
20
歳
代
後
半
か

ら
増
え
40
歳
代
が
ピ
ー
ク
に
な

り
ま
す
。
若
い
女
性
に
目
立
つ

が
ん
で
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
初
期
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
分
で
気

づ
き
に
く
い
病
気
で
す
。
が
ん

細
胞
の
増
殖
は
ゆ
っ
く
り
で
、

正
常
な
細
胞
が
が
ん
に
な
る
の

に
５
～
10
年
以
上
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
れ
ば
、
が

ん
に
な
る
前
の
段
階
で
見
つ
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

  

が
ん
は
、

が
ん
は
、早
期
発
見

早
期
発
見
・・
早
期
治
療

早
期
治
療
が
大
切
で
す

が
大
切
で
す
! !! !

  

検
診
を
受
け

検
診
を
受
け

        
        

ま
し
ょ
う
！

ま
し
ょ
う
！

　
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
い
ず
れ

の
が
ん
も
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
定
期
的
に
検
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

  

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

  

大
腸
が
ん
健
診
の

大
腸
が
ん
健
診
の

  

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

【
日
付
】
12
月
３
日
（
金
）

【
場
所
】

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り

【
対
象
者
】

乳
が
ん
　
　
40
歳
以
上
の
女
性

子
宮
が
ん
　
20
歳
以
上
の
女
性

大
腸
が
ん
　
40
歳
以
上
の
町
民

お
申
込
み
・
お
問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
☎
４
‐
６
１
１
２

※
苫
小
牧
と
札
幌
の
指
定
病
院

に
個
別
受
診
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。
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今月のワンショット今月のワンショット

　
　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・福祉係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         

☎ 2-2221

☎ 2-2222

☎ 2-2341

☎ 3-7703
☎ 2-2223

☎ 2-2695

☎ 2-2224
☎ 2-2225
☎ 2-2226
☎ 2-2227

☎ 4-6111

☎ 4-6113

☎ 4-6112

☎ 4-6114

☎ 2-3026

☎ 2-3400

☎ 2-3700

☎ 2-2619

☎ 2-2619
☎ 2-2749

☎ 2-2892

☎ 2-4085
☎ 4-6666

☎ 3-3211

☎ 5-5204

 ☎ 2-2201

☎ 4-2267 

☎ 2-2024

☎ 2-2361

広
報
平
取

広
報
平
取  

1 010
月
号
月
号

（前月比）

人　口 4,693 人人 （－ 10 人人）

男 2,296 人 （－  6 人）

女 2,397 人人 （－  4 人人）

世帯数 2,444 世帯 （－ 4世帯）

※９月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

さ
わ
や
か
に
秋
の
気
配
の
お
と
ず
れ
て

　
　
　
　
　
　
　

青
空
に
こ
の
葉
小
き
ざ
み
に
揺
れ　

中　

沢　

三
二
子

毎
日
を
草
取
り
片
付
け
仂
き
て

　
　
　
　
　
　
　

自
分
で
出
来
る
動
け
る
喜
び　
　
　

相　

田　

の
ぶ
子

コ
ロ
ナ
病
帽
子
と
マ
ス
ク
で
顔
み
え
ず

　
　
　
　
　
　
　

わ
か
ら
ん
ま
ま
で
挨
拶
か
わ
さ
ん　

中　

原　

千
鶴
子

案
じ
い
た
遅
れ
と
り
し
の
水
田
は

　
　
　
　
　
　
　

み
ご
と
な
る
ほ
ど
小
金
色
な
り　
　

石
川
原　

多
満
代

着
地
な
き
コ
ロ
ナ
に
喘
ぐ
地
球
号

　
　
　
　
　
　
　

闇
を
照
ら
せ
よ
北
斗
七
星　
　
　
　

熊　

谷　

厚　

子

「
す
ず
ら
ん
短
歌
会
」
入
会
者
募
集
！　

希
望
者
は
、
中
央
公
民
館
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
へ

撮影：船越光次氏（二風谷）二柏の丘


